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れた作品の数は驚くほど多 、軽妙洒脱なエッセイ（例えば、参考文献①～③）から自伝的要素を巧みに取り入 ノンフィクション（参考文献④）や長編小説（参考文献⑤） 至るまで、その内容も実に幅広い。そしてさらに、質の高さもしっかりとともなっている。
　
おそらく、作品のなかに笑いの
要素をふんだんに盛り込でいるのは、単なるサービス精神からだけではないだろう。むしろ、学術論文を書くように生真面目に筆を進めてしまいがちな自身の性格や読書によって培われた溢れんばかりの教養と知性 カモフラージュするためなのではないだろ か。この見立てが当たっているかど かは定かではないが、たいしたことのない内容を高尚にみせようとする書き手がたくさん る（研究者にもこういう手合いが実 多い）なかで、あえてそ 逆 行きながら、知的刺激に満ちた作品を書き続けることのできた米原万里という作家が稀有な存在であっ のは確かである。●スターリンもすなる……　
幼少期から思春期にかけて、彼
女が浴びるように読書をしていたことを示す数々のエピソードについては、本人のエッセイに譲るとして、読書に対 る異常なまでの情熱は、長じてからもまったく変わることがなかったようである。そのことを何よりもはっきりと物語ってい のが、作家としてデビューした直後から亡く る直前までの間に彼女が書いた全書評を収録した、 『打ち めされる うなすごい本』 （参考文献⑥）と題する書評集である。　
六〇〇ページ近くあるこの分厚

















いにそして充分に持合せ ゐる人だつた。 」 （参考文献⑥、五六八～九ページ）　
本の世界というものがどのよう































 ―――『嘘つきアーニャの真っ赤な真実 角川 四年。
⑤
 ―――『オリガ・モリソヴナの反語法』集英社文庫、二〇〇五年。
⑥
 ―――『打ちのめされるようなすごい本』文春文庫、二〇〇九年。
